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報告 

マイクロ資料保全対策事業実施報告 

原賀 可奈子† 羽賀 真記子‡ 堀 優子§ 小柳 貴俊** 宮尾 由美子†† 山口 良子‡‡ 

吉丸 梓§§ 古賀 京子*** 小柳 真弓††† 
<抄録>  
2014 年度の田嶋記念大学図書館振興財団の助成を受け，「新中央図書館への移転に向けてのマイクロ資料保全

対策事業」を実施した．本稿では，所蔵マイクロ資料の調査から，マイクロ資料保全対策の策定・実施内容につ

いて報告する． 
<キーワード>  資料保存，マイクロフィルム，マイクロフィッシュ 
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1. はじめに 
九州大学では 2005 年度より段階的に福岡市西区の

伊都キャンパスへの移転を進めており，2018 年度に新

中央図書館の開館を予定している．新中央図書館は収

蔵能力約 350 万冊という国内最大規模の大学図書館で

あり，かつ貴重書・古文書等を多く蔵する図書館とし

て，九州大学が蓄積してきた叡智を継承し活かしてい

くという重要な使命を担っている． 
2014 年度までに新中央図書館の第Ⅰ期分の約 1/3 が

着工し，第Ⅱ期分の建物実施設計が進行している．ま

た，新中央図書館への移転元である現中央図書館，文

系合同図書室，伊都図書館の一部では，約 260 万冊と

いう大規模な資料移転に向けて種々の準備作業を進め

ている． 
移転準備が本格化する中，喫緊の問題となっている

のが状態の悪い移転対象資料の存在である．具体的に

は，生物被害（虫害・カビ），劣化マイクロ資料，酸性

紙資料等である．新中央図書館でのさらなる被害拡大

を食い止めるには，移転前の保全処置及び環境整備対

策が必須である．まずは 2012 年度に虫害対策に着手し，

継続的に対策を講じてきた．しかし，マイクロ資料に

ついては予算的な問題により未着手のままであった． 
2014 年度に田嶋記念大学図書館振興財団の助成を 

受け，「新中央図書館への移転に向けてのマイクロ資

料保全対策事業」に着手した．実施フロー（資料１）

に沿って移転対象のマイクロ資料の実態調査を行い，

状態の悪い資料について緊急対策を施すとともに，保

存方針を策定し，保存方針に基づく判断を行いながら，

保全対策を実施した．本稿では，その実施体制と策定

した方針，行った対策について具体的に報告する． 
 

2. 実施体制 
マイクロ資料保存対策を行うにあたっては，附属図

書館研究開発室の「資料保存に関する調査研究」事項

を中心に，実際にマイクロ資料を扱う部署である中央

図書館利用支援課，文系合同図書室，伊都地区図書課

からそれぞれ 1～2 名，移転関係の取りまとめ担当部署

である企画課より 1 名，計 9 名をメンバーとして，保

存対策の検討と方針の策定を行った．それを基にして，

各館・室で実際の調査及び処置を実施した． 
 

3. 保有マイクロ資料調査及び緊急対策 
保存対策の検討に先立ち，まずは現状把握のため，

共通の調査票を用いて現有のマイクロフィルム・マイ

クロフィッシュの所蔵ならびに状態調査を行った．中

央図書館については 2009 年度，伊都図書館については
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2010 年度に個別に調査が行われていたが，共通項目で

の調査はこれが初めてである．調査票については記述

のブレが出にくくなるよう，項目は極力，選択型とし

た（別表 1）． 
この調査により，中央図書館では約 100 タイトル1の

マイクロフィルムと約 40 タイトルのマイクロフィッ

シュ，文系合同図書室では約 340 タイトルのマイクロ

フィルムと約 120 タイトルのマイクロフィッシュ，伊

都図書館では約 130 タイトルのマイクロフィルムと約

30 タイトルのマイクロフィッシュの所蔵が確認され

た．また、そのうち未登録のものが多く存在すること

が明らかになった． 
3.1 一次調査 
一次調査では，特にキットを使用せずにできる調査

を行った．書誌事項や請求記号，数量等の基本情報に

加え，包材の素材，酢酸臭の有無と程度を調査し，所

蔵の全容把握に努めた．  
3.2 緊急対策 

一次調査の結果から，緊急に対策が必要な資料で，

かつ，すぐに対応できる項目の洗い出しを行い，緊急

対策を実施した． 
3.2.1 隔離 
 劣化したフィルムから発せられる酢酸は他のフィル

ムへも悪影響を及ぼしてしまう．そのため，特に酢酸

臭の強いもの，また，変形やべたつきのあるものをダ

ンボール箱に入れ，その上からビニール袋をかぶせて

密封した．その際，極めて状態の悪いものについては

マイクロ資料室の外へ，現物保存の可能性があるもの

については室内で隔離した． 

3.2.2 吸着剤，除湿剤の設置  
マイクロ資料保管キャビネットにガス吸着剤（ゼオ

ライト）やガス吸着シート，除湿剤を設置し，劣化の

進行を遅らせるための処置を施した． 

 
図 1 酢酸吸着シートを入れたフィルム箱 

                                                           
1 ここでいう「タイトル」とは、販売時や複製時の便宜的なタイ

トルであり、必ずしも書誌上のタイトルとは一致していない 

 
図 2 ガス吸着剤の設置 

3.2.3 マイクロフィルムの包材（帯・軸）の交換・統一 
 マイクロフィルムについては，帯がないものや酸性

紙の帯を使用してあるもの，帯を輪ゴムで止めてある

もの等が見受けられたため，帯を中性紙に統一し，留

め具にはたこ糸を使用するようにした．帯は，中性紙

（AFプロテクトH 104.7g/㎡）の全紙（1100×800mm）

を 35×364mmにカットし，端に紐通し用の穴を開け，

四隅は丸く角を落とす仕様で印刷業者に依頼して作成

した．交換する際には，紐通し用の穴にたこ糸を通し

てフィルムに巻きつけた．また，帯に年月を入れたシ

ールを貼付し，交換した日付を確認できるようにした． 
 マイクロフィルムの軸については，プラスチック軸

を用いているものがほとんどではあったが，数点，金

属軸を用いているものが発見された．金属軸は劣化に

よって錆を生じてフィルムを傷つけたり，周囲に錆を

散らしてしまったりすることが考えられるため．プラ

スチック軸へと交換を行った． 

 
図 3 帯を交換したマイクロフィルム 

3.3 二次調査 
二次調査では，フィルムベース（TAC/PET）と遊離

酸度，種類（ネガ/ポジ）の調査を行った． 
 

4. マイクロ資料保存対策方針の策定 
これまで，九州大学附属図書館にはマイクロ資料の

保存に関する判断基準となるものが存在していなかっ

た．そのため，劣化が著しいものも処分することがで

きないままマイクロ資料室に放置する状態となり，他

のマイクロ資料へ悪影響を及ぼすこととなっていた． 
今回，抜本的な対策を実施するにあたり，「マイクロ
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資料保存対策方針」（資料 2）を策定した．これは「マ

イクロ資料を良好な状態に保ち，資料への永続的アク

セスを保障するため，劣化したマイクロ資料に対して

とるべき対策の基本方針・手順・留意点を示」したも

のである．手順については，「Step1 対策の必要性の

判断」，「Step2 保存の必要性の判断」を行った上で，

Step3 として，どのような対策を施すかのフローを示

し，実際の作業時にすぐに判断できるようにした．フ

ローの作成にあたっては，中央図書館の対象資料を確

認しながらその妥当性を検討，精査した．  
上記のフローに従い，タイトル毎に対策の必要性及

び保存の必要性の判断を行い，原形保存，複製もしく

はデジタル化，廃棄処分の対策を決定した．  

 

5. 対策の実施 
以下では，実施した，あるいは実施予定の対策につ

いて記述する． 

5.1 短期対策 
5.1.1 マイクロフィッシュの箱の製作・入替 
 調査によると，マイクロフィッシュには，納品時の

箱に入れて配架されているものと，キャビネットに直

接入れる形で配架されているものがあった．特に後者

については資料が散逸してしまう危険性もあることか

ら，同一サイズの中性紙箱を作って，一律これに詰め

替えることにした． 
箱に求められた条件は下記の通りである． 

①通常の書架に効率よく並べられるサイズ 
②満杯にしても重量的に問題なく取り出し・持

ち運びができるサイズ 
③本体と蓋の一体型 

 規格品がないため，おおまかな要件を伝えて数社に

試作を依頼し，最終的に，外寸 W165×H125×S250mm
（厚さ 1.3mm）で接着剤を使わずに組み立てられるも

のを採用した． 
 納品後，各館で箱の組み立てを行い，マイクロフィ

ッシュの詰め替えを行った． 

 
図 4 マイクロフィッシュ箱 
 （左）見開き （右）外見 

5.1.2 マイクロフィルムの箱の購入・入替 
 35mm マイクロフィルム用の中性紙箱を購入し，酸

性紙箱や缶に入っていたマイクロフィルム 175 本の入

替を行った． 
5.1.3 登録抹消手続き  
 廃棄処分を行うことになった資料を隔離し，登録抹

消のための手続きを行った． 
5.1.4 消耗品の年間必要経費算出 
 資料及び保存環境の継続的なメンテナンスを行うた

め，ガス吸着剤等消耗品の年間経費の算出を行った．  
5.1.5 新中央図書館マイクロ保管庫の収納要件決定 
移転先である新中央図書館のマイクロ保管庫の仕様

検討にあたり，マイクロ保管庫のサイズや数量につい

て今回の調査結果を反映させた．また，保存環境とし

て適当か，要件を精査した． 

5.1.6 その他 
中央図書館ではマイクロ資料室の床に敷いてあった

カーペットを撤去した．長年敷きっぱなしで酢酸臭を

吸収し続けていたカーペットがなくなったことにより，

室内に蔓延していた酢酸臭が多少軽減した． 

5.2 中期対策（複製・デジタル化） 
 複製もしくはデジタル化すべきと判断した資料につ

いては，優先順位と複製方法の検討を行い，利用頻度

が高く保存の必要性も高い九州大学新聞や地元新聞等

から，一部複製を行った．今後，順次計画を立てて，

複製もしくはデジタル化を実施予定である． 

5.3 メンテナンス 
5.3.1 マイクロフィルムの定期的巻き直し 
 酢酸臭の放散のために現有フィルムの巻き直しを継

続的に行うこととし，各館・室にて作業を開始した．

例えば中央図書館では，学生アルバイトの作業のひと

つとして TAC ベースフィルムのほうから巻き直しを

行っている．巻き直しとともに，箱の中にガス吸着シ

ートを入れ，さらにガス吸着剤を重点的に投入した

TAC ベース用キャビネットに隔離している． 

 

図 5 マイクロフィルムの巻き直し作業 
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5.3.2 消耗品の定期入替 
劣化の進行を遅らせるため，マイクロ資料保管キャ

ビネットに設置したガス吸着剤や除湿剤を，今後も定

期的に交換していく． 

 

6. 今後の課題 
今回の取り組みにより，マイクロ資料の保存環境が

著しく改善し，必要性の高い資料への永続的アクセス

が保障できるようになった．新中央図書館への移転に

向け，長年の懸案だったマイクロ資料劣化問題に目処

が立ったことは大きな前進である．また，マイクロ資

料の具体的な保存対策方針が示されたことにより，今

回の取り組みの対象でなかった館においても，この方

針を応用しての対策が進むことが期待される． 
今回の調査で明らかになった未登録資料の登録，中

期対策としての複製・デジタル化やメンテナンスの計

画的な実施，そのための継続的な予算確保が今後の課

題である． 
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資料 1 

「移転に向けてのマイクロ資料保全対策事業」実施フロー 

2015.3 

 

 

調査 

保存対策方針の 
策定 

保存対策方針に 
基づく判断 

対策の実施 

緊急対策 

マイクロ資料 保存環境 

・緊急退避処置 
・包材（帯・軸・箱）の交換 ・ガス吸着剤・除湿剤の設置 

→原形保存 
→複製 
→廃棄処分 

短期 

中期 

メンテナンス 

一次調査：資料の基本情報・包材の素材・酢酸臭の 
     有無・程度 

二次調査：TAC/PET、遊離酸度、ネガ/ポジ、 
     フィルムの状態 

・フィッシュの箱製作・入替 
・登録抹消手続き 

・消耗品の定期入替 
・環境モニタリング 

・消耗品の年間必要経費算出 

・フィルムの定期的な巻き直し 

・複製（デジタル or マイクロ） 

・新中央図書館マイクロ室の 
 収納要件決定 

⻘字：26 年度実施 
  （太字が助成⾦により実施したもの） 
赤字：26 年度から継続して実施 

1. 

2. 

3. 

4. 
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資料 2 

 

九州大学附属図書館マイクロ資料保存対策方針 

2014.12 附属図書館研究開発室資料保存班 

 

1. 目的 

 マイクロ資料を良好な状態に保ち、資料への永続的アクセスを保障するため、劣化したマイクロ資

料に対してとるべき対策の基本方針・手順・留意点を示す。 

 

2. 基本方針 

1）資料の状態の調査を行ったうえで、その状態と支持体の種類により、対策の必要性を判断する。 

2）対策が必要と判断された資料については、隔離措置を行ったうえで、速やかに対策に着手する。特

にビネガーシンドロームの進行した資料は、他の良好な資料にも多大な悪影響を及ぼし被害を拡大さ

せるため、速やかに対策を施すこと。 

3）対策が必要と判断された資料については、下記の観点から保存の必要性を判断する。 
・本学の固有資料の保存責任を最優先とする 
・代替手段の有無（国内の所蔵状況・電子的アクセスの可否・ILL での取り寄せ可否等）を考慮する。 
・代替手段の有無と利用頻度の高さのバランス、優先順位を考慮する。 

4）保存の必要性が高いと判断されたものについては、複製、デジタル化もしくは再購入等、何らかの

形で代替物への変換を行う。保存の必要性が低いと判断されたものについては、登録抹消の手続きを

行う。 

5）適切な保存環境の設定と維持・管理、マイクロ資料の適切かつ計画的なメンテナンスを行う。また、

定期的に状態のモニタリングを実施し、TAC ベースについては、順次 PET ベースへの複製を計画的

に行う。 

 

3. 保存対策手順 

保存対策のフローを別紙に示す。このうち、「Step3：対策の決定」における対策の選択の目安を以

下に示す。 

・オリジナル資料が特に貴重・希少であるもの、または重要度の高いものについては、マイクロへの複

製を行う。 
・利用の需要の高いものは、デジタル化して公開するのが望ましい。 
・希少性が高く利用頻度も高いものは、マイクロの複製及びデジタル化の両方を行うのが望ましい。 
・コマ数が少ないものなどは、紙焼きで保存するのも可。 

 

4. 留意点 

・複製にあたっては、著作権に十分留意すること。 
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別表 1 

マイクロフィルム/フィッシュ調査項目
別表1

項目 調査方法と選択肢 備考・懸案

館 プルダウン（中央/文系/伊都）

タイトル シリーズまたはコレクションタイトル

書誌ID ローカル書誌ID

資料番号From

資料番号To

受入年

種類 プルダウン（16mm/35mm/その他）

外形 プルダウン（単体/2個/それ以外）

酢酸臭 プルダウン（ひどい/少し/しない） マイクロ置き場以外で試すこと

フィルムリール数 純リール数

フィルム箱数 外箱の総数

フィッシュ全長 配架してある状態での全長

フィッシュ枚数

フィッシュ必要箱数
フィッシュ必要棚延長

フィルム材質 プルダウン（PET/TAC/混在）

外箱材質
プルダウン（紙（中性紙）/紙（酸性紙）/
プラスチック/缶/その他/なし）

要phチェックペン

帯材質
プルダウン（紙（中性紙）/紙（酸性紙）/
紐のみ/輪ゴムのみ/その他/なし）

要phチェックペン

軸材質 プルダウン（プラスチック/金属/その他）

フィルム状態
プルダウン（良好/波打ち/べとつき/斑
点あり/その他）

ネガ/ポジ プルダウン（ネガ/ポジ）

遊離酸度 AD-Stripで測定

フィルム必要棚延長 外箱の厚み×外箱数

フィルム必要棚数 棚延長cm÷ひと棚の幅

本体保存

隔離

複本

箱入替

複製

本体手当て
に関する項

目

二次調査

一次調査
（フィルム）

基本情報

一次調査
（フィッシュ）

マイクロ室
設備要件
決定に必
要な数値

別表 1
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